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第 9 回小松川中学校 統合準備委員会 議事録（要旨） 

  

【日 時】令和 3 年 7月 20 日（火） 19：00～20：10 

【場 所】小松川第二中学校夜間学級仮設校舎 会議室 

【主な内容】 

１．新標準服プロポーザル審査について 

・審査当日のタイムスケジュール（案）や採点表（案）を提示 

 

２.校章について 

・校章は新校舎の外壁に取り付けをするため、今年度末までに決定をする必要がある。 

・校章制作の方針について学校部会で検討中 

 

〔以下、意見交換内容〕 

◆新標準服プロポーザル審査について 

・各社の提案の違いは分かるものなのか。 

⇒実際にプレゼンを聞いてもらった後に点数をつけていただくくので、その点数が選考の一つにな

る。採点表は価格など、重要視する部分のウエイトを重くおいて差をつける方法もあると思うの

で、そういった視点で今回提示した採点表についてはご意見いただきたい。〔事務局〕 

 

・各社とも参考金額は提示してくれるのか。 

⇒提示してもらう予定である。〔事務局〕 

 

・例えばプレゼンの時に提示した金額が、実際にデザインを詰めていった後の契約金額と比べて大

きく違いが出るとプレゼンの意味が無くなるので、防止策は考えているか。品質が向上すれば値

段は上がるのは当然で、一概に悪いことだと思わないが、明らかにおかしいものがあればチェッ

クできないか。 

⇒事前資料の段階でフィルターを掛けようと思っている。各商品の特徴や写真、価格の提示など差

別化がしやすくしている。最後に 15 分間の質疑時間を設けているので、気になる点は質問いただ

いて、なるべく公平な形で審査を進めたい。〔事務局〕 

⇒『この制服が良い』という決め方ではなく、『この業者が良い』という決め方になる。提案の延長

線上で業者の良い、悪いの判断をすると思うが、この業者となら一緒に進めていけるか、価格的

に融通が利くか、アフターフォローや信頼性があるかという視点が重要になってくる。企業自体

が新標準服を製作するパートナーとしてどうかという視点でも見ていただきたい。〔事務局〕 

 

・審査員として PTA の参加人数を増やすことはできるか。三中は 4 名参加したい。 

⇒両 PTA 会長は出席できないので、PTA 部会で話し合った結果、一中は 5名参加したい。 

⇒一中側は 2 人が 1 つの採点表を記載していただいて、三中と採点上の公平性を取ってもらう形で

進めてはどうか。〔事務局〕 

⇒一同賛成。 
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・要望した機能性は提案してくると思うが、機能性や家庭での管理というのは使ってみないと分か

らないので、あえてこの場で評価する必要はないのではないか。機能性は使い心地の項目にまと

めてしまって、保護者が一番気にする価格の項目を入れてもいいのではないか。同じ機能性なら

安い方が良いと思う保護者が大半だと思う。 

⇒採点表に反映させていただく。〔事務局〕 

 

・「LGBT に対応した標準服か」、「小松川中学校らしさを取り入れたデザイン提案か」という項目で、

すでに小松川中学校のコンセプトについての採点項目を網羅しているので「小松川中学校新標準

服コンセプトに基づいた提案か」という項目は不要ではないか。 

⇒他の採点項目で網羅できている「小松川中学校新標準服コンセプトに基づいた提案か」という項

目は削除させていただく。〔事務局〕 

 

・新標準服のアンケートを取った際に新標準服に重視する点で「デザイン」と「価格」は拮抗してい

た。この会で意見が出たことも反映させても現状の採点表（案）ではデザインの項目が 10 点分、

価格が 5点分になっているので、価格の点数に 2倍のウエイトを置いたほうがいいと思う。 

⇒アンケート結果からも価格をデザイン性と機能性と同程度重視する傾向がみられることから、価

格のウエイトを重くするという形に修正したい。〔事務局〕 

 

・審査の際はサンプルに触れたり、各社比較ができるのか。 

⇒当日は各社に見本品を持ってきていただき、比較できるようにする想定である。〔事務局〕 

 

・アフターフォロー体制は具体的には何を指しているのか。 

⇒家庭でできない修繕や成長に伴うサイズアップなどを指している。〔事務局〕 

⇒機能性の「成長対応」と被っているので、その中に含めてしまってもいいのではないか。採点表は

デザイン性 2 項目、機能性 3 項目、価格をその他項目に入れてウエイトを重くすればアンケート

結果とバランスが取れてよいのではないか。 

⇒適宜、修正を行い、事前に準備したい。〔事務局〕 

 

◆校章について 

・校章の制作方法はいつ決めるのか。 

⇒学校部会で方針が決定した後、統合準備委員会でご報告させていただきたい。〔事務局〕 

⇒校章について前回、個人的な考えという前置きのうえ、中学生に公募した方が良いという意見を

させていただいたが、校名を決めた時と同じように小松川・平井地域に広く公募した方が良いと

いう意見もあるので、もう少し時間をかけて方針を決めるということで現在打合せをしている。

ただ、3 校で公募しない案が良いという意見は出ていないので、今のところ公募は行う予定で進め

ていきたいと考えている。〔学校〕 

 

◆学校部会より 
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・9 月 1日に 3校で教員の合同研修会を行う予定なので、研修主任を中心に準備をしている。通学鞄

については、全 9 種類から上位 3 つを選び、小松川一中と小松川三中に 1 週間置いて投票しても

らったところなので、もうすぐ決められそうではあるが、票が二つに割れている。 

⇒どのような点で票が割れているのか。 

⇒一中で一番票を集めている通学鞄は一中の現通学鞄の価格と変わらないが、三中の現通学鞄と比

べると約 2000 円価格が上昇する。他の学用品も価格の上昇が見込まれることから通学鞄が 2000

円価格上昇することは厳しいという視点で、一番安い通学鞄を選んでいる。〔学校〕 

⇒選ばれた 2 点のどちらかを選ぶか、または業者と話して問題点を改善してもらうというやり方も

あるので、教員と協議して決めたい。〔学校〕 

 

・体育着とジャージも決めていかなければならない。昨年度の 3 月、業者に見本を持ってきてもら

ったが、少し古い印象がしたので、最新のものを準備しておいてほしいとお願いしたところであ

る。〔学校〕 

 

◆PTA 部会より 

・7 月 11 日に一中・三中で顔合わせを行った。小松川中学校の PTA はまだ存在していない任意団体

で、PTA 会員も 0 人なので、違う組織の人間が違う組織のことを決めていいのかと疑問に思う方が

いる。そのような方々が納得する物事の決め方を用意しないと部会が始まらないという話をした。

物事の決め方の案をたたき台として作ったので、三中でも検討してもらっている。次回を 9 月の

下旬で予定しており、そこで今後の段取りや流れが決まれば、先生や事務局に入っていただいて

進めていこうと考えているので、それまでは PTA のみで進めたい。〔PTA〕 

 

以上 


